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まちの情報とエネルギーを発信する

広
報

緊張の入場
４月７日㈪　大井小学校入学式
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☆
旬
を
感
じ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
お
届
け
☆

ま
ち
の
情
報
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
信
す
る
広
報
お
お
い

vo
l.5
84
  M
ay
  2
01
4

３
歳
ま
で
の
天
使
の
写
真
募
集
！

町
民
課
　
☎
85
-5
00
4

天
使

の
　
　
　

ほ
ほ
え
み

旬
感

N
E
W
S

旬
感

N
E
W
S

旬
感

N
E
W
S

環
境
・
教
育
・
防
災
・
地
域
活
性
化

き
ら
め
き
の
丘
お
お
い
発
電
開
始
！ 左
か
ら
　
飯
倉
　
舞ま
い

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）　
（
金
手
）

　
　
　
　
小
金
弓ゆ
み

夏か

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）　
（
新
宿
）

　
　
　
　
橘
　
優ゆ

月づ
き

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）　
（
金
手
）

　
　
　
　
守
屋
　
快か
い

音と

く
ん（
１
歳
）　
（
坊
村
）

｢の
び
っ
こ
く
ら
ぶ
に
き
ま
た
よ
｣

　
3月
28
日
㈮
に
き
ら
め
き
の
丘
お
お
い
の
運
転
開
始
式

が
行
な
わ
れ
、
県
西
地
域
初
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
誕
生
し

ま
し
た
。
本
施
設
は
、
一
般
家
庭
約
60
0世
帯
分
の
電
力

を
発
電
す
る
と
と
も
に
、今
後
、
町
の
環
境
施
策
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
環
境
教
育
を
は
じ
め
観
光
資
源
と
し
て
も

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
富
士
山
と
足
柄
平
野
を
望
む
丘
陵
地
に
整
備
さ
れ
た
２

メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
大
規
模
発
電
所
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）

3

新 し い 第 一 歩

町 立 幼 小 ・ 中 学 校 入 学 （ 園 ） 式
0
3
　
新
し
い
第
一
歩

0
4
　
平
成
25
年
度
予
算
下
半
期
　
財
政
公
表

0
6
　
平
成
26
年
度
お
お
い
自
然
園
事
業

0
8
　
平
成
26
年
度
自
治
会
長
紹
介

1
0
　
ま
ち
か
ど

1
1
　
国
民
年
金
か
ら
の
お
し
ら
せ

1
2
　
TO
W
N  
TO

PI
CS
／
プ
チ
 
P
h
o
to
 N
e
w
s
 

1
4
　
教
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は
／
ま
ち
の
文
芸

1
5
　
町
長
発
詞
 /
燃
え
ろ
！
ス
ポ
ー
ツ
魂

1
6
　
保
健
師
　
　
　
　
／
図
書
館
だ
よ
り
／
お
た
よ
り
紹
介

1
8
　
ま
ち
が
い
さ
が
し
に
挑
戦

1
9
　
5
月
の
行
事
予
定
／
編
集
お
お
い

2
0
　
お
お
い
の
煌キ
ラ
ビ
ト 人
／
お
お
い
自
然
園

me
mo

R
e
p
o
rt
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平
成
25
年
度
予
算
執
行
状
況

平
成
26
年
3
月
31
日
現
在

▲
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置

平 成 25 年 度 予 算
　
下 半 期

財 政 公 表

企 画 財 政 課　 ☎ 85 ― ５ ０ ０ ３

　
町
の
予
算
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
31
日
の
間
に
執
行
し
ま
す
が
、
年
度
末
に
完
了

し
た
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
未
収
入
金
や
未
支
出
金
を
５
月
31
日
ま
で
に
整
理
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
国
や
県
か
ら
の
収
入
や
、
工
事
な
ど
の
代
金
の
支
払
い
が
主
な
も
の
で
、
こ
の

期
間
に
整
理
し
、
平
成
25
年
度
の
決
算
が
確
定
し
ま
す
。

　
決
算
は
、
広
報
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
　
　
　
　
　
　
税
　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

地
方
消
費
税
交
付
金
　
消
費
税
の
一
部
が
、
町
の
人
口
や
従
業
者
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

地
方
交
付
税
　
町
の
財
政
状
況
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
な
い
財
源
で
す
。

国
庫
支
出
金
　
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
使
途
の
限
定
さ
れ
る
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
で
す
。

県
　
支
　
出
　
金
　
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
使
途
の
限
定
さ
れ
る
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
で
す
。

繰
　
　
入
　
　
金
　
基
金
や
特
別
会
計
な
ど
、
一
般
会
計
以
外
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
も
の
で
す
。

繰
　
　
越
　
　
金
　
前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
財
源
で
す
。

町
　
　
　
　
　
　
債
　
町
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
お
金
で
す
。

そ
　
　
の
　
　
他
　
上
記
に
属
さ
な
い
財
源
で
、
各
種
交
付
金
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
用
料
・
手
数
料
が
主
な
も
の
で
す
。

議
　
　
会
　
　
費
　
議
会
の
運
営
の
た
め
の
費
用
で
す
。

総
　
　
務
　
　
費
　
戸
籍
・
選
挙
・
交
通
安
全
・
防
犯
・
町
の
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
の
管
理
な
ど
の
費
用
で
す
。

民
　
　
生
　
　
費
　
福
祉
の
た
め
の
費
用
で
す
。

衛
　
　
生
　
　
費
　
ご
み
処
理
や
健
康
維
持
の
た
め
の
費
用
で
す
。

農
林
水
産
業
費
　
農
業
振
興
の
た
め
の
費
用
で
す
。

商
　
　
工
　
　
費
　
商
工
業
・
観
光
振
興
の
た
め
の
費
用
で
す
。

土
　
　
木
　
　
費
　
道
水
路
・
公
園
整
備
の
た
め
の
費
用
で
す
。

消
　
　
防
　
　
費
　
消
防
・
防
災
の
た
め
の
費
用
で
す
。

教
　
　
育
　
　
費
　
教
育
や
文
化
の
た
め
の
費
用
で
す
。

公
　
　
債
　
　
費
　
町
が
借
り
た
借
金
を
返
す
た
め
の
費
用
で
す
。

諸
　
支
　
出
　
金
　
町
の
基
金
に
積
み
立
て
る
た
め
の
費
用
で
す
。

予
　
　
備
　
　
費
　
使
途
を
特
定
し
て
い
な
い
費
用
で
す
。

収
入
済
額
の
内
訳

支
出
済
額
の
内
訳

52
億
1,
43
9万
円

一
般
会
計
の
最
終
予
算
額

当
初
予
算
額
48
億
2,
00
0万
円
か
ら

3億
9,
43
9万
円（
約
8.
2%
）の
伸
び

95
. 6%

予
算
執
行
率

14
9億
9,
82
6万

円
町
有
財
産
の
現
在
高

前
年
度
比
2億
90
万
円
増

87
. 1%

歳
入

歳
出

学
　
校
　
整
　
備
　
事
　
業
　
債

社
会
教
育
施
設
整
備
事
業
債

減
  税
  ・
  減
  収
  補
  て
  ん
  債

臨
　
時
　
財
　
政
　
対
　
策
　
債

公
営
住
宅
建
設
事
業
債

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
債

幼
　
稚
　
園
　
建
　
設
　
事
　
業
　
債

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
債

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
債

1
億
1,
06
6
万
円

2,
21
4
万
円

2
億
9,
77
6
万
円

11
億
8,
76
2
万
円

5,
18
0
万
円

1
億
44
6
万
円

9,
60
4
万
円

78
0
万
円

1
億
4,
81
2
万
円

公
共
下
水
道
事
業
債

流
域
下
水
道
事
業
債

25
億
1,
19
1
万
円

2
億
7,
74
8
万
円

50
6
万
円

11
億
2,
90
6
万
円

1
億
26
万
円

29
億
31
7
万
円

10
6
億
8,
87
8
万
円

14
億
63
1
万
円

区
　
画
　
整
　
理
　
事
　
業
　
債

拡
　
  
張
 　
 事
　
  
業
 　
 債

一
般
建
設
改
良
事
業
債

土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

建
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

基
　
　
　
金
　
　
　
な
　
　
　
ど

○
町
有
財
産
の
現
在
高
 　
14
9
億
9,
82
6
万
円

○
町
債
の
現
在
高
　
　
　
60
億
5,
01
7
万
円

《
一
般
会
計
》

《
下
水
道
事
業
会
計
》

《
水
道
企
業
会
計
》

小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
　
  2
0億
2,
64
0万
円

小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
　
  2
7億
8,
93
9万
円

小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
　
  1
2億
3,
43
8万
円

一
般
会
計
（
歳
入
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
位
（
万
円
）

款
予
算
額

収
入
済
額

収
入
率

町
　
　
　
　
　
　
　
税

28
億
3,
86
6

28
億
5,
10
8
10
0.
4%

地
方
消
費
税
交
付
金

1
億
5,
00
0

1
億
7,
09
3
11
4.
0%

地
　
方
　
交
　
付
　
税

4
億
4,
20
4

4
億
6,
72
5
10
5.
7%

国
　
庫
　
支
　
出
　
金

5
億
4,
12
9

4
億
4,
66
6
82
.5
%

県
　
　
支
　
　
出
　
　
金

3
億
1,
38
4

2
億
2,
05
5
70
.3
%

繰
　
　
　
入
　
　
　
金

76
4

0
0.
0%

繰
　
　
　
越
　
　
　
金

3
億
9,
37
5

3
億
9,
37
5
10
0.
0%

町
　
　
　
　
　
　
　
債

2
億

1
億

50
.0
%

そ
　
　
　
の
　
　
　
他

3
億
2,
71
7

3
億
3,
98
0
10
3.
9%

歳
　
　
入
　
　
合
　
　
計

 5
2
億
1,
43
9

49
億
9,
00
2
95
.6
%

一
般
会
計
（
歳
出
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
位
（
万
円
）

款
予
算
額

支
出
済
額

執
行
率

議
　
　
　
会
　
　
　
費

1
億
63
3

1
億
53
4
99
.1
%

総
　
　
　
務
　
　
　
費

7
億
40
8

6
億
8,
06
7
96
.7
%

民
　
　
　
生
　
　
　
費

14
億
75
0

13
億
6,
30
1
96
.8
%

衛
　
　
　
生
　
　
　
費

6
億
3,
48
4

5
億
9,
88
3
94
.3
%

農
　
林
　
水
　
産
　
業
　
費

1
億
45
6

9,
80
2
93
.7
%

商
　
　
　
工
　
　
　
費

2,
38
2

2,
21
9
93
.1
%

土
　
　
　
木
　
　
　
費

5
億
4,
19
8

4
億
5,
93
2
84
.7
%

消
　
　
　
防
　
　
　
費

2
億
7,
89
6

2
億
1,
09
9
75
.6
%

教
　
　
　
育
　
　
　
費

9
億
5,
37
5

5
億
9,
77
4
62
.7
%

公
　
　
　
債
　
　
　
費

2
億
2,
76
8

2
億
2,
52
7
98
.9
%

諸
　
　
支
　
　
出
　
　
金

1
億
8,
04
9

1
億
8,
04
9
10
0.
0%

予
　
　
　
備
　
　
　
費

5,
04
0

0
0.
0%

歳
　
　
出
　
　
合
　
　
計

52
億
1,
43
9

45
億
4,
18
7
87
.1
%

特
別
会
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
位
（
万
円
）

予
算
額

収
入
済
額

収
入
率

支
出
済
額

執
行
率

19
億
1,
43
8
18
億
9,
58
8

99
.0
%

18
億
1,
49
5

94
.8
%

予
算
額

収
入
済
額

収
入
率

支
出
済
額

執
行
率

1
億
6,
13
2

1
億
6,
00
7

99
.2
%

1
億
4,
78
0

91
.6
%

予
算
額

収
入
済
額

収
入
率

支
出
済
額

執
行
率

5
億
9,
64
5

5
億
4,
63
6

91
.6
%

5
億
7,
56
6

96
.5
%

予
算
額

収
入
済
額

収
入
率

支
出
済
額

執
行
率

8
億
8,
55
5

8
億
6,
07
3

97
.2
%

7
億
9,
79
3

90
.1
%

■
国
民
健
康
保
険
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
後
期
高
齢
者
医
療
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
下
水
道
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
介
護
保
険
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▲
湘
光
中
学
校
の
大
規
模
改
修

町
税
　

57
.1
%

地
方
消
費
税
交
付
金
 3
.4
%

地
方
交
付
税
 9
.4
%

国
庫
支
出
金
 9
.0
%

県
支
出
金
 4
.4
%

繰
入
金
 0
.0
%

繰
越
金
 7
.9
%

町
債
 2
.0
%

そ
の
他
 6
.8
%

議
会
費
 2
.3
%

総
務
費

 1
5.
0%

民
生
費
 

29
.9
%

衛
生
費

 1
3.
2%

農
林
水
産
業
費
 2
.2
%

商
工
費
 0
.5
%

土
木
費
 1
0.
1%

消
防
費
 4
.6
%

教
育
費
 1
3.
2%

公
債
費
 5
.0
%諸
支
出
金
 4
.0
%
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自
然
観
察
講
座

　
大
井
町
の
自
然
や
そ
の
観
察
の
し
か
た
に
つ
い
て
学
ぶ
全
４

回
の
講
座
で
、
座
学
だ
け
で
な
く
野
外
で
の
活
動
も
行
い
ま
す
。

　
な
お
、本
講
座
は
、お
お
い
自
然
園
サ
ポ
ー
タ
ー
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

※
各
回
と
も
野
外
に
出
ら
れ
る
服
装
で
受
講

※
5
月
24
日
㈯
は
、テ
キ
ス
ト
と
し
て「
大
井
町
史
-自
然
編
-」

　
を
使
用
し
ま
す
。
当
日
、
貸
出
と
販
売
（
4,
50
0
円
）
も
で

　
き
ま
す
。

※
8
月
16
日
㈯
は「
日
本
の
昆
虫
14
00
①
②
」を
使
用
し
ま
す
。

   
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
①
②
あ
わ
せ
て
2,
00
0
円
で
販
売
し
 

　
ま
す
。

場
　
所
　
ゆ
め
の
里
・
四
季
の
里

対
　
象
　
18
歳
以
上
の
方
20
人
　
先
着
順

※
原
則
と
し
て
４
回
の
講
座
に
出
席
で
き
る
方

申
　
込
　
5
月
1
日
㈭
～
19
日
㈪
ま
で
に
直
接
か
電
話
で

日
時

内
容

講
師

1
5
月
24
日
㈯

9:
00
～
11
: 3
0
大
井
町
の
地
形
・
地
質

袴は
か
ま
だ 田
和か
ず
お 夫
さ
ん

2
5
月
24
日
㈯

13
: 0
0
～
15
: 3
0
大
井
町
の
植
物

お
お
い
自
然
園
園
長

3
8
月
16
日
㈯

13
: 0
0
～
15
: 3
0
大
井
町
の
昆
虫

槐え
ん
じ
ゅ 　
真ま
さ
し 史
さ
ん

4
5
月
24
日
㈯

13
: 0
0
～
15
: 3
0
自
然
観
察
の
心
得
と
方
法
お
お
い
自
然
園
園
長

　
町
の
旬
な
自
然
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
周
り
に
も
同
じ
よ
な
動
植
物
が
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
が
発
見
し
た
町
の
自
然
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
ま
せ
ん
か
？
生
涯
学
習
課
で
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

生
涯
学
習
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
町
の

旬
な
自
然
を
チ
ェ
ッ
ク
!

▲
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
お
お

い
自
然
園
」
を
ク
リ
ッ
ク

▲「
自
然
N
O
W
」
を

　
ク
リ
ッ
ク

▲
最
新
の
月
日
を
ク
リ
ッ
ク

※
過
去
の
情
報
も
見
ら
れ
 

　
ま
す

▲
自
然
園
に
寄
せ
ら
れ
た
最
新
の
動
植
物
の
情
報

が
状
況
な
ど
の
紹
介
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

7

お お い 自 然 園 事 業

平 成 26 年 度

平
成
26
年
度
　
観
察
会
・
展
示
会
・
自
然
観
察
講
座
（
新
規
）
な
ど
の
予
定

　 大 井 町 全 体 を 自 然 博 物 館 と み

な し 、 町 の よ り よ い 自 然 環 境 を

こ れ か ら も 伝 え て い く た め に 、

自 然 観 察 会 を は じ め 、 生 き も の

調 査 、 お お い 自 然 園 展 示 会 、 自

然 観 察 講 座 （ 新 規 ） な ど 魅 力 あ

る 事 業 を 開 催 し て い き ま す 。 ぜ

ひ 、 ご 参 加 く だ さ い 。

月
　
日
（
曜
日
）

観
察
会
・
養
成
講
座
な
ど

申
込
締
切

場
　
所

１
４
月
26
日
㈯
　
　
午
前

ゆ
め
の
里
自
然
観
察
会
（
春
）
※
実
施
済

ー
お
お
い
ゆ
め
の
里
・
四
季
の
里

２
５
月
24
日
㈯
　
　
１
日

自
然
観
察
講
座
（
兼
ｻﾎ
ﾟｰ
ﾀｰ
ﾌｫ
ﾛｰ
ｱｯ
ﾌﾟ
）
①
②
５
月
19
日
㈪

お
お
い
ゆ
め
の
里
・
四
季
の
里

３
６
月
14
日
㈯
　
　
午
前

ゆ
め
の
里
自
然
観
察
会
（
初
夏
）

６
月
９
日
㈪

お
お
い
ゆ
め
の
里
・
四
季
の
里

４
７
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰

い
ず
れ
も
午
後

自
由
研
究
相
談
日

申
込
み
な
し

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

５
７
月
６
日
㈰
　
　
午
前

生
き
も
の
調
査
説
明
会

６
月
30
日
㈪

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

６
７
月
26
日
㈯
　
　
午
前

川
の
生
き
も
の
観
察
会

７
月
23
日
㈬

酒
匂
川

７
８
月
16
日
㈯
　
　
午
前

ゆ
め
の
里
自
然
観
察
会
（
夏
）

８
月
11
日
㈪

お
お
い
ゆ
め
の
里
・
四
季
の
里

８
８
月
16
日
㈯
　
　
午
後

自
然
観
察
講
座
（
兼
ｻﾎ
ﾟｰ
ﾀｰ
ﾌｫ
ﾛｰ
ｱｯ
ﾌﾟ
）
③

５
月
19
日
㈪

四
季
の
里

９
８
月
22
日
㈮
　
　
夜
間

夜
の
虫
観
察
会

８
月
15
日
㈮

酒
匂
川
土
手

10
10
月
13
日
（
月・
祝
） 
午
前

ゆ
め
の
里
自
然
観
察
会
（
秋
）

10
月
６
日
㈪

お
お
い
ゆ
め
の
里
・
四
季
の
里

11
10
月
13
日
（
月・
祝
） 
午
後

自
然
観
察
講
座
（
兼
ｻﾎ
ﾟｰ
ﾀｰ
ﾌｫ
ﾛｰ
ｱｯ
ﾌﾟ
）
④

５
月
19
日
㈪

お
お
い
ゆ
め
の
里
・
四
季
の
里

12
11
月
８
日
㈯
～
16
日
㈰

お
お
い
自
然
園
展
示
会

申
込
み
な
し

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

13
11
月
29
日
㈯
　
　
午
前

岩
石
観
察
会

11
月
21
日
㈮

酒
匂
川

14
12
月
20
日
㈯
　
　
午
前

ゆ
め
の
里
自
然
観
察
会
（
冬
）

12
月
15
日
㈪

お
お
い
ゆ
め
の
里
・
四
季
の
里

15
平
成
27
年
１
月
11
日
㈰
  
午
前
野
鳥
観
察
会

１
月
７
日
㈬

酒
匂
川
土
手

16
平
成
27
年
１
月
24
日
㈯
  
午
前
火
山
灰
観
察
会

１
月
19
日
㈪

未
定

※
各
観
察
会
の
対
象
は
、
小
学
３
年
生
以
上
の
町
民
が
原
則
で
す
。

　
（
火
山
灰
観
察
会
は
、
小
学
４
年
生
以
上
の
方
）

※
実
施
時
間
は
、
原
則
９
：
00
～
11
：
30
で
す
。（
８
月
22
日
は
夜
間
）

※
自
然
観
察
講
座
（
兼
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）
の
対
象
 

　
は
、
18
歳
以
上
の
方
で
す
。

※
上
記
以
外
に
自
然
に
か
か
わ
る
講
座
と
し
て
、
お
お
い
課
外
塾

　「
磯
の
生
き
も
の
観
察
会
」「
星
座
観
察
会（
夏
・
冬
）」
が
開
催
さ
れ

　
ま
す
。　
詳
細
は
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

6

生 涯 学 習 課　 ☎ 83 ー ５ ４ ０ ９
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黒
川
良よ
し
ゆ
き 行

山
中
一か
ず
　
お 雄

藤
澤
一い
ち
ろ
う 郎

大
矢
　
進す
す
む

 

諸
星
章し
ょ
う
ぞ
う 三
 

武
尾
　
昭あ
き
ら

長
谷
川
道み
ち
お 男

北
村
　
勲い
さ
お

 

藤
澤
文ふ
み
ひ
こ 彦
 

西に
し
で 出
輝て
る
よ
し 好

加
藤
弘ひ
ろ
し 志

瀬
戸
野
清せ
い
じ 治
 

田
中
正ま
さ
ひ
こ 彦

丸
本
重し
げ
か
つ 克
 

松
下
昭あ
き
よ
し 義
 

中
根
行
雄

吉
原 河
原

金
手

坊
村

馬
場

新
宿

西 第
四

第
四

第
三

第
三

第
二

第
二

第
二

第
二

第
一

第
一

第
一

第
一中

東

４
月
17
日
㈭
に
行
わ
れ
た
自
治
会
長
会
議

平
成
26
年
度

各 自 治 会 の 代 表 自 治 会 長自 治 会 長 が 決 定 し ま し た の で 、 お 知 ら せ し ま す 。

町 民 課　 ☎ 85̶ ５ ０ ０ ４ 平 成 26 年 度 か ら の 新 任 自 治 会 長

※ 敬 称 略

自 治 会 長 紹 介

大
沢
　
洋ひ
ろ
し

小
峯
弘ひ
ろ
み
ち 道
 

田
村
俊と
し
つ
ぐ 二

千
村
憲け
ん
い
ち 一
 

岩
間
秀ひ
で
お 雄

宇
佐
美
登と

し
え

志
枝
 

島
田
隆た
か
よ
し 義

巽た
つ
み 　
定さ
だ
む

 
佐
藤
弘ひ
ろ
ゆ
き 幸
 

手
戸
雄ゆ
う
ご 吾

増
川
精せ
い

藏ぞ
う

鈴
木
信の
ぶ
あ
き 明
 

武
井
孝こ
う
い
ち 市
 

鈴
木
治は
る

二じ

相
田
政ま
さ
か
ず 和

綱
島
粧さ

き
え

紀
枝
 

鈴
木
　
徹と
お
る

橋
本
一か
ず
お 男

柳
川
　
進す
す
む

夏
苅
静し
ず
お 男

髙
橋
和か
ず
ひ
さ 久
 

山
本
憲け
ん
め
い 明
 

小
島
　
章あ
き
ら

栗
原
　
章あ
き
ら

 

熊
沢
光み
つ
よ
し 義

高
尾

赤
田

上
山
田

中
屋
敷

篠
窪

下
山
田

柳

上
大
井

根
岸
下

宮
地

根
岸
上

市
場

西
大
井

第
二

第
二

第
五

第
四

第
三 第
三

第
二 第
二

第
一 第
一

第
一

第
一

第
三

第
三

第
二

第
二

第
一

第
一

9
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10

ご
注
意
!!

車 検 を 受 け る 方 へ

６ 月 上 旬 に 軽 自 動 車 の
　

　 軽 自 動 車 税 納 税 証 明 書 （ 車 検 用 ） の

発 行 に は 、 軽 自 動 車 税 納 税 の 確 認 が 必

要 に な り ま す 。 口 座 振 替 で 納 税 し た 場

合 、 金 融 機 関 か ら 町 へ 振 替 の 報 告 が 届

く ま で 納 税 の 確 認 が で き ま せ ん 。 

　 口 座 振 替 で 納 税 し た 方 に は ６ 月 中 旬

に 納 税 証 明 書 を 郵 送 し ま す が 、 そ れ ま

で の 期 間 に 納 税 証 明 書 が 必 要 な 場 合

は 、 窓 口 で 納 税 の 確 認 を 行 う た め 、 振

替 額 を 記 帳 し た 「 通 帳 」 を お 持 ち く だ

さ い 。 

　 納 税 の 確 認 が で き な い 場 合 、 納 税 証

明 書 を 発 行 す る こ と が で き ま せ ん の で

ご 理 解 と ご 協 力 を お 願 い し ま す 。

税 務 課　 ☎ 85 - ５ ０ ０ ８

● 子 の あ る 夫 に も 遺 族 基 礎 年 金

が 支 給 さ れ ま す

　 こ れ ま で は 、 夫 が 亡 く な っ た

場 合 に 、 子 の あ る 妻 ま た は 子 に

遺 族 基 礎 年 金 が 支 給 さ れ て い ま

し た が 、 改 正 後 は 子 の あ る 夫 に

も 支 給 さ れ ま す 。

● 未 支 給 年 金 を 受 け 取 れ る 遺 族

の 範 囲 が 拡 大 さ れ ま す

　 こ れ ま で は 、 未 支 給 年 金 （ 亡

く な っ た 方 が 受 け 取 れ る は ず で

あ っ た 未 払 い の 年 金 ） を 受 け 取

れ る 遺 族 の 範 囲 は 、 「 配 偶 者 、

子 、 父 母 、 孫 、 祖 父 母 ま た は 兄

弟 姉 妹 」 で し た が 、 改 正 後 は

「 上 記 以 外 の ３ 親 等 内 の 親 族 」

（ 甥 ・ 姪 、 お じ ・ お ば 、 子 の 配

偶 者 な ど ） ま で 拡 大 さ れ ま す 。

● 国 民 年 金 の 任 意 加 入 未 納 期 間

が 受 給 資 格 期 間 に 算 入 さ れ ま す

　 こ れ ま で は 、 国 民 年 金 の 任 意

加 入 被 保 険 者 （ サ ラ リ ー マ ン の

妻 や 海 外 在 住 者 な ど で 本 人 の 申

出 に よ り 加 入 を し て い た 方 ） が

保 険 料 を 納 付 し な か っ た 期 間 に

つ い て は 未 納 期 間 と さ れ 、 年 金

を 受 け 取 る た め に 必 要 な 期 間 に

算 入 さ れ ま せ ん で し た が 、 改 正

後 は こ の 未 納 期 間 が 受 給 資 格 期

間 に 算 入 さ れ ま す 。

● 繰 下 げ 請 求 が 遅 れ た 場 合 で も

さ か の ぼ っ て 年 金 を 受 け 取 れ ま

す
　 こ れ ま で は 、 老 齢 年 金 の 受 給

権 を 取 得 し た 日 か ら ５ 年 を 経 過

し た 日 後 に 繰 下 げ の 請 求 が あ っ

た と き は 請 求 の 翌 月 か ら 増 額 さ

れ た 年 金 が 支 給 さ れ て い ま し た

が 、 改 正 後 は 請 求 が 遅 れ た と き

で も 、 ５ 年 を 経 過 し た 日 の 属 す

る 月 の 翌 月 か ら 増 額 さ れ た 年 金

が 支 給 さ れ ま す 。

● 障 害 年 金 の 額 改 定 請 求 が 1 年

を 待 た ず に 請 求 で き る よ う に な

り ま す

　 こ れ ま で は 、 障 害 基 礎 年 金 ま

た は 障 害 厚 生 年 金 を 受 け て い る

方 の 障 が い の 程 度 が 増 進 し た 場

合 、 そ の 前 の 障 が い 状 態 の 確 認

等 か ら １ 年 の 待 機 期 間 を 経 た 後

で な け れ ば 年 金 額 の 改 定 請 求 が

で き ま せ ん で し た が 、 改 正 後 は

省 令 に 定 め ら れ た 障 が い の 程 度

が 増 進 し た こ と が 明 ら か で あ る

場 合 に は １ 年 を 待 た ず に 請 求 す

る こ と が で き ま す 。

● さ か の ぼ っ て 障 害 者 特 例 に よ

る 支 給 を 受 け ら れ る よ う に な り

ま す

　 老 齢 厚 生 年 金 の 受 給 者 が 障 が

い の 状 態 （ 障 害 厚 生 年 金 の １ 級

か ら ３ 級 に 該 当 す る 程 度 ） に あ

る 場 合 に 適 用 さ れ る 特 例 制 度 が

改 正 さ れ 、 す で に 障 害 年 金 を 受

け て い る 方 が 請 求 し た 場 合 に は 、

定 額 部 分 の 年 金 を 受 け 取 れ る 時

期 が 請 求 月 の 翌 月 で は な く 、 老

齢 厚 生 年 金 の 受 給 権 を 取 得 し た

と き ま で さ か の ぼ っ て 支 給 さ れ

ま す 。

● 年 金 受 給 者 が 所 在 不 明 と な っ

た 場 合 に 届 出 が 必 要 と な り ま す

　 年 金 の 受 給 者 が 所 在 不 明 と な

っ て １ ヵ 月 以 上 経 過 し た 場 合 、

世 帯 員 （ 住 民 票 上 の 世 帯 が 同 一

の 方 ） は そ の 旨 を 年 金 事 務 所 へ

届 出 し て い た だ く こ と に な り ま

し た 。

（ 生 存 の 事 実 確 認 が で き な い 場

合 は 、 年 金 の 支 払 い が 一 時 止 ま

り ま す 。 ）

ぼ
く
と
か
ず
こ
の
子
ど
も

が
生
ま
れ
た
よ
！
名
前
は

け
ん
ぞ
う
で
す
。
み
な
さ

ん
、
よ
ろ
し
く
ね
！

か
ず
こ
さ
ん
27
歳

主
婦

け
ん
ぞ
う
く
ん

０
歳

国
民
年
金
か
ら
の
お
し
ら
せ

ま
さ
お
君
30
歳

自
営
業

日
本
年
金
機
構
小
田
原
事
務
所
　
☎
22
-1
39
1

町
民
課
　
☎
85
-5
00
7

制 度 が 変 わ り ま し た

年
 金
 手
 帳

●
●
●
●
●

広
報
委
員
　
町
が
発
行
す
る
広
報
紙
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

道
水
路
委
員
　
道
路
や
水
路
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
、
調
整
に
努
め
ま
す
。

生
産
組
合
長
　
地
域
農
業
の
向
上
や
振
興
、
調
整
に
努
め
ま
す
。

平
成
26
年
度
自
治
会
役
員

　
広
報
委
員
・
道
水
路
委
員
・
生
産
組
合
長
紹
介

…
…
担
当
は
町
民
課
　
　
　
☎
85
-5
00
4

…
…
担
当
は
都
市
整
備
課
　
☎
85
-5
01
4

…
…
担
当
は
地
域
振
興
課
　
☎
85
-5
01
3

自
治
会

広
報
委
員

道
水
路
委
員

生
産
組
合
長

吉
　
原

間
宮
　
　
均

清
水
　
　
豊

中
根
　
　
昇

新
　
宿

東
星
野
　
光
矢

田
邉
　
康
雄

相
原
　
政
男

入
野
　
和
夫

中
和
久
井
良
生

竹
村
　
　
勇

西
大
澤
　
文
雄

小
野
　
信
幸

河
　
原

第
一

鈴
木
　
文
隆

露
木
　
孝
治

北
村
　
　
忠

第
二

田
中
　
信
夫

第
三

小
菅
　
直
人

第
四

久
保
田
健
二

根
岸
上
第
一

上
杉
　
義
人

熊
田
　
和
人

第
二

高
橋
　
　
剛

第
三

二
瓶
　
剛
志

根
岸
下
第
一

相
馬
　
宏
映

津
田
志
賀
哉
 

横
山
　
久
男

清
水
　
政
美

第
二

西
山
　
一
雄

市
　
場
第
一

江
無
田
峰
幸

畑
　
 一
男

露
木
善
一
朗

第
二

深
見
　
英
史

第
三

工
藤
　
茂
樹

坊
　
村
第
一

田
村
サ
カ
ヱ

山
口
　
正
紀

鈴
木
　
武
雄

第
二

渡
辺
　
葉
子

馬
　
場
第
一

横
山
　
静
子

鈴
木
　
勝
義

橋
本
　
　
茂

第
二

島
田
　
　
功

自
治
会

広
報
委
員

道
水
路
委
員

生
産
組
合
長

宮
　
地
第
一

瀬
戸
　
　
滋

古
矢
　
國
男

瀬
戸
　
雅
彦

第
二

加
藤
　
明
男

金
　
手
第
一

山
口
　
敏
行

栗
田
　
康
夫
 

酒
井
　
義
孝

栗
田
　
　
勝

第
二

藤
澤
　
　
剛

第
三

熊
谷
　
　
曻

上
大
井

第
一

奥
津
　
謙
一

平
野
　
雅
久

加
藤
　
髙
藏

澤
地
　
正
美

第
二

八
木
　
　
司

峯
田
か
お
り

第
三

岩
﨑
　
人
司

志
村
　
忠
克

第
四

吉
原
　
久
市

矢
島
　
三
郎

第
五
宇
佐
美
登
志
枝

西
大
井
第
一

福
島
　
文
彦

大
澤
　
　
宏

下
澤
　
誠
一

第
二

石
井
　
道
展

第
三

青
木
　
京
一

篠
　
窪

内
藤
　
幹
雄

内
藤
　
勝
義

内
藤
　
靜
男

柳
熊
澤
　
繁
雄

山
口
　
君
儀

古
矢
　
武
史

高
　
尾

柳
川
　
武
夫

久
保
寺
照
雄

近
藤
　
達
朗

赤
　
田

深
澤
　
　
功

深
澤
　
　
功

武
松
　
茂
樹

上
山
田

瀬
戸
幸
太
郎

野
村
　
次
郎

福
田
　
國
雄

中
屋
敷

小
宮
　
健
三

武
松
　
正
次

内
田
と
り
の

下
山
田

藤
野
　
春
樹

内
田
　
憲
治

瀬
戸
　
治
郎

ま
ち
か
ど
リ
ポ
ー
タ
が
ま
ち
の
気
に
な
る
話
題
を
紹
介

ま
ち
か
ど

　
赤
田
の
元
気
会

　
４
月
１
８
日
㈮
赤
田
自
治
会
館
で
「
お
ー
い
！
元
気
会
」
が
あ
り
、

８
人
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
顔
見
知
り
な
の
で
、

屈
託
の
な
い
会
話
か
ら
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
自
治
会
館
の

以
前
の
姿
は
、
高
尾
と
赤
田
の
児
童
が
通
う
小
学
校
で
し
た
。
参

加
し
て
い
る
唯
一
の
男
性
（
89
歳
）
の
話
で
は
、
先
生
が
２
人
い

て
１
人
の
先
生
が
1・
3・
6
年
生
の
複
数
の
学
年
を
受
け
持
っ
て

お
り
、「
勉
強
よ
り
遊
び
が
多
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
…
」
と
笑
っ

て
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
参
加
者
の
2
人
は
、「
学
校
の

校
庭
に
桜
が
あ
っ
た
け
ど
、
道
路
改
修
の
時
に
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た

な
…
」
と
思
い
出
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
世
間
話
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
地
域
の
中

の
付
き
合
い
の
広
さ
と
、
つ
な
が
り
の
深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
の
指
導
で
健
康
体
操
が
始
ま
る
と
、
皆
さ

ん
は
、
大
き
な
声
を
出
し
て
全
身
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。
後
半

の
体
力
測
定
で
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
若
々
し
く
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　「
お
ー
い
！
元
気
会
」
は
、
地
域
の
交
流
の
役
割
も
果
た
し
て

い
ま
す
。
訪
れ
る
た
び
に
職
員
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
力
を
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ま
ち
か
ど
リ
ポ
ー
タ
ー
　
檜
佐
義
明
）

※
圧
着
は
が
き
で
送
付
し
ま
す
。
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☆
写
真
で
１
か
月
を
振
り
返
る
コ
ー
ナ
ー
☆

▶
▶
▶
身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
町
民
課
　
☎
85
-5
00
4

　
１
月
21
日
㈫
に
水
曜
ク
ラ
ブ

か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
で
、
児

童
書
を
中
心
に
図
書
を
購
入
し

ま
し
た
。
そ
う
わ
会
館
の
貸
出

用
図
書
と
し
て
、
広
く
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
４
月
９
日
㈬
７
：
15
か
ら
町
内

各
所
で
交
通
指
導
隊
な
ど
多
く

の
方
の
協
力
を
得
て
、
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し

て
、
街
頭
指
導
を
実
施
し
ま
し

た
。
交
通
ル
ー
ル
、マ
ナ
ー
を
再

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
4月
15
日
㈫
「
お
お
い
！
ふ

る
さ
と
紙
芝
居
」
の
２
作
目
が

完
成
し
、
宇
田
川
聖せ
い
い
ち 一
さ
ん
と

清
水
幸さ

ち
こ 子
さ
ん
が
、
完
成
の

報
告
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、

発
表
や
貸
出
を
行
い
ま
す
の
で
、

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
17
日
㈭
エ
コ
ー
教
育

広
報
相
談
室
代
表
の
武た
け

勝か
つ

美み

さ
ん
を
講
師
に
、
町
の
各
団
体

の
広
報
づ
く
り
に
役
立
て
る
た

め
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

広
報
を
作
る
目
的
や
作
り
方
を

詳
し
く
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
3月
26
日
㈬
に
今
年
で
３
回
目
に
な
る
「
お
お
い
！

ふ
る
さ
と
探
訪
」
を
開
催
し
、
町
文
化
財
保
護
委
員
な

ど
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
町
バ
ス
に
乗
っ
た
一
行

は
、
東
福
院
→
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
「
き
ら
め
き
の
丘
お
お

い
」
→
最
明
寺
→
酒
匂
取
入
口
跡
の
石
碑
→
わ
か
も
と

製
薬
㈱
相
模
大
井
工
場
→
足
柄
紫
水
大
橋
を
見
学
し
、

各
所
で
講
師
か
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
お
い
自
然
園
園
長
か
ら
は
、
時
代
と
と

も
に
変
化
し
て
い
く
町
内
の
自
然
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
な
か
で
も
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
造
成
中
に
見
つ
か
っ
た

火
山
灰
層
を
、
実
際
に
手
で
触
れ
て
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
昼
食
は
町
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
弁
当
を
、
お
や
つ
に
は
で
き
た
て
の
小
麦
饅
頭
を

試
食
し
ま
し
た
。

　
「
町
に
長
く
住
ん
で
い
て
も
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
町
の
良
さ
を
再
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
た
」
「
町
の
歴
史
や
自
然
の
話
が
セ
ッ

ト
で
聞
け
て
よ
か
っ
た
」
「
個
人
で
は
入
れ
な
い
事
業

所
見
学
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
大
好
評
で
、
次
回

の
開
催
を
楽
し
み
に
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

町
の
よ
さ
を
再
発
見

図
書
が
充
実
し
ま
し
た
！

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
街
頭
指
導

大
井
町
昔
ば
な
し
紙
芝
居
完
成

広
報
の
作
り
方

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 近
江
ミ
ナ
コ
さ
ん

（
10
4
歳
・
河
原
）

□
■
□

□
■
□

□
■
□

□
■
□

ま
ち
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
3月
21
日
（
金・
祝
） 
四
季
の
里「
里
山
花
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
農
産
物
の
販
売
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
菜
の
花
の
摘
み
取
り
、

甘
夏
ジ
ャ
ム
作
り
、
里
山
散
策
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
直
売
所
で
50
0円
以

上
お
買
い
上
げ
の
方
に
、
大
井
高
校
生
が
調
理
し
た
シ
カ
汁
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
「
シ
カ
汁
が
お
い
し
か
っ
た
。
早
咲
き
桜
や

菜
の
花
も
き
れ
い
で
満
喫
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
、
季
節
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す

の
で
、
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
９
日
㈬
 町
郷
土
史
研
究
会
主
催
の
「
埼
玉
県
川
越
歴
史
研

究
の
旅
」
が
開
催
さ
れ
、
会
員
と
町
民
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

桜
が
満
開
の
中
、
徳
川
家
と
ゆ
か
り
の
深
い
喜
多
院
や
江
戸
情

緒
あ
ふ
れ
る
景
観
の
蔵
造
の
町
並
み
を
歩
い
て
見
学
し
ま
し
た
。

江
戸
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
風
情
を
感
じ
、
川
越
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
美
し
い
音
色
の
「
時
の
鐘
」
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
４
月
８
日
㈫
、
９
日
㈬
 町
内
各
所
で
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
大
切
な
愛
犬
16
7匹
に
接
種
を
し

ま
し
た
。
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
年
に
１
回
の
接
種
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
大
切
な
注
射
で
す
。
飼
い
主
の
方
は
、
忘
れ

ず
に
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
方
は
、
６

月
30
日
ま
で
に
動
物
病
院
な
ど
で
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
20
日
㈰
に
湘
光
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
61
回
町
民
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
７
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
全
試

合
と
も
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
開
始
前
に
降
り
だ
し
た
雨
は
、
開
始
と
同
時
に
あ
が
り
、
選
手

は
ご
家
族
な
ど
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
元
気
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま

し
た
。
坊
村
チ
ー
ム
は
投
手
の
鋭
い
ピ
ッ
チ
ン
グ
と
長
打
力
の
あ

る
若
手
選
手
の
活
躍
で
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

四
季
の
里
　
里
山
花
ま
つ
り

川
越
の
蔵
造
り
の
町
並
み
に
風
情
を
感
じ
て

大
切
な
愛
犬
の
た
め
に

坊
村
チ
ー
ム
が
優
勝

優
　
勝
　
　
坊
村

準
優
勝
　
　
金
手

3　
位
　
　
 柳
・
上
大
井
駅
前
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  お ほ ゐ 短 歌 会 

　 　 　 　 　 　 　 　

  お ほ ゐ 短 歌 会 

枕 辺 に　 梅 の 花 な ど　 挿 し て み む

時 に は 清
す が

し き　 夢 に 会 ひ た く

奥 津　 弘 子

何 事 も　 加 齢 の 故 と　 括
く く

り ゆ く

医 師 の こ と ば に　 慣 ら さ れ ゆ く や

石 井　 き み 子

幾 百 の　 化
け ち ょ う
鳥 は ば た く　 音 な る か

羽 根 の 布 団 を　 干 さ む と す れ ば

加 藤　 三 春

被 災 地 に　 生 き て る 証　 椿 咲 く

香 川　 花 子

快
か い

打
だ

音
お ん

　 聴 け ぬ 復 興　 春 の 闇
石 井 チ エ 子

ま ん さ く に　 心 許
ば か

り の　 陽
ひ

が 射 し て

風 間　 秀 泰

天 涯 に　 孤 独 と 生 き る　 山 桜
小 野　 菊 土

鎮 魂 の　 祈 り を さ さ げ　 春 の 海

石 井 千 代 子

春 寒 し　 胸 に 泡 立 つ　 地
な

震
い

の 疵
あ と

實 方　 成 代

ま
ち
の
文
芸

教
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

N
o.
48
　
栄
光
愛
児
園

　 新 年 度 に な り 、 進 級 し た

喜 び を 胸 に 、 毎 朝 元 気 に 登

園 し て い る 子 ど も た ち 。 初

め て 体 操 服 を 着 て 登 園 し て

き た ２ 歳 児 ク ラ ス の 子 ど も

た ち や 、 少 し 照 れ た 表 情 で 、

制 服 姿 を 見 せ て く れ る ３ 歳

児 ク ラ ス の 子 ど も た ち 。 ひ

と 回 り 大 き く な っ た 姿 を 見

て 、 自 然 と 頬
ほ お

が 緩 み ま す 。

　 保 育 室 や 園 庭 か ら は 、 子

ど も た ち の 笑 い 声 や 「 何 を

し て 遊 ぼ う か ？ 」 と 、 友 達

と の 楽 し い 会 話 も 聞 こ え 、

子 ど も た ち の ワ ク ワ ク し た

気 持 ち が 伝 わ っ て き ま す 。

　 ４ 月 ５ 日 ㈯ の 入 園 ・ 進 級

式 に は 新 し い お 友 た ち と 初

対 面 。「 初 め ま し て ！ よ ろ し

く ね ！ 保 育 園 は 楽 し い よ ！ 」

そ ん な 気 持 ち が 伝 わ る よ う

に 、 年 長 ク ラ ス の 子 ど も た

ち は 、 新 入 園 児 を 迎 え る 言

葉 を 練 習 し て き ま し た 。 こ

れ か ら ま す ま す に ぎ や か に

な っ て い く 保 育 園 。 ま だ ま

だ 始 ま っ た ば か り で 、 不 安

そ う な 子 も い ま す が 、 「 保

育 園 っ て 楽 し い な ！ 」 と い

う 気 持 ち が 、 胸 一 杯 に 膨 ら

む よ う な 、 楽 し い 活 動 を た

く さ ん し て い き た い と 思 い

ま す 。

初 め ま し て ！

み ん な 、 元 気 い っ ぱ い 遊 ぼ う ね ！

保
育
園
の
入
口
で
迎
え
て
く
れ
る
、
満
開
の
桜
の
木
の
下
で

笑
顔
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た

第
21
回
足
柄
上
郡
剣
道
大
会

燃
え
ろ
！
ス
ポ
ー
ツ
魂

3
月
21
日
（
金
・
祝
）
に
大
井
町
立
総
合
体
育
館
で
第
21
回
足
柄
上
郡

剣
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　 ＜
小
学
生
低
学
年
の
部
＞

　
準
優
勝
　
大
朏
 望の
ぞ
む

さ
ん
　
3
位
　
小
坂
 大や

ま
と 翔
さ
ん

＜
小
学
生
高
学
年
の
部
＞

　
優
勝
　
田
村
 龍り
ゅ
う
せ
い 生
さ
ん
　
準
優
勝
　
澤
田
 奈な

る 瑠
さ
ん
　

　
3
位
　
安
江
 月る

な 那
さ
ん

＜
中
学
生
の
部
＞

　
準
優
勝
　
松
本
 航こ

う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
　
3
位
　
相
田
 智と

も
き 輝
さ
ん

＜
高
校
生
男
子
の
部
＞

　
優
勝
　
晴
山
 穂ほ

だ
い 大
さ
ん
　
3
位
　
飯
倉
 健け

ん
た 太
さ
ん

＜
一
般
男
子
の
部
＞

　
準
優
勝
　
田
村
 由よ

し
ゆ
き 幸
さ
ん

＜
団
体
戦
 優
勝
＞
 大
井
剣
道
教
室
Ａ

　
高
野
 悠ゆ

う
き 樹
さ
ん
　
澤
田
 奈
瑠
さ
ん
　
田
村
 龍
生
さ
ん

＜
団
体
戦
 準
優
勝
＞
 大
井
剣
道
教
室
Ｂ

　
岩
田
 七な

な
み 美
さ
ん
　
安
江
 月
那
さ
ん
　
遠
藤
 怜れ

い

さ
ん
 

体
育
協
会
会
長
に
夏
苅
静し
ず
お 男
さ
ん（
赤
田
）
が
就
任

体
育
協
会
会
長
に
夏
苅
静
男
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
夏
苅
会
長
は
「
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
を
通
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
体
力
お
よ
び
健
康
の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、

全
国
で
も
活
躍
で
き
る
よ
う
な
競
技
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
。」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

◎
剣
士
募
集
！

元
気
に
剣
道
を
し
ま
せ
ん
か
？
防
具
は
レ
ン
タ
ル
で
き
ま
す
。

練
習
日
　
火
曜
18
:3
0
～
　
土
曜
17
:3
0
～

場
 　
所
　
大
井
小
学
校
体
育
館

連
絡
先
　
大
朏
　
☎
82
-9
52
3

　 高 齢 者 の 増 加 と 少 子 化 に よ る 社 会 保

障 費 負 担 者 減 少 に よ り 、 ４ 月 か ら 社 会

保 障 費 の 財 源 確 保 の た め 消 費 税 が ５ ％

か ら ８ ％ に 引 き 上 げ ら れ た 。 今 年 は

１ ９ ４ ９ 年 生 ま れ が 65 歳 に 達 し 、「 高

齢 者 」 へ 仲 間 入 り し 、 「 団 塊 の 世 代 」

が 全 て 高 齢 者 と な る 。

　 団 塊 の 世 代 と は 、 第 一 次 ベ ビ ー ブ ー

ム の １ ９ ４ ７ 年 〜 １ ９ ４ ９ 年 に 生 ま れ

た ８ ０ ６ 万 人 で 毎 年 約 ２ ７ ０ 万 人 が 出

生 し た こ と に な る 。 近 年 の 年 間 約 １ ０

５ 万 人 の 2.5 倍 以 上 に も の ぼ る 。

　 教 育 現 場 で は １ ク ラ ス が 50 人 を 超 え 、

プ レ ハ ブ 校 舎 で の 対 応 な ど 「 マ ス プ ロ

教 育 」 と 言 わ れ た 時 代 で あ っ た 。 「 偏

差 値 教 育 」 が ス タ ー ト し 、 学 習 塾 や 大

学 予 備 校 な ど 新 た な 教 育 産 業 を 生 み 出

し た 。

　 団 塊 世 代 の 成 長 は 、 常 に 社 会 に 変 化

を も た ら し 、 社 会 経 済 に 大 き な 刺 激 を

与 え た 。 こ の 世 代 が 少 年 時 代 に は 、 月

刊 漫 画 雑 誌 「 少 年 画 報 」 な ど か ら 、 週

刊 漫 画 雑 誌 「 少 年 マ ガ ジ ン 」 な ど が

主 流 に な っ て い っ た 。 高 校 時 代 に は 、

「 平 凡 パ ン チ 」 が 創 刊 さ れ 、 「 Ｖ Ａ

Ｎ 」 に 象 徴 さ れ る よ う に 「 ア イ ビ ー

ル ッ ク 」 な る フ ァ ッ シ ョ ン が 流 行 し た 。

ビ ー ト ル ズ や ベ ン チ ャ ー ズ の 影 響 か ら

グ ル ー プ サ ウ ン ズ ・ ブ ー ム も 起 こ り 、

ギ タ ー な ど の 楽 器 も 身 近 な も の と な っ

た 。 学 生 の 遊 び も ビ リ ヤ ー ド や 麻 雀 か

ら ボ ウ リ ン グ や ス キ ー な ど へ と 変 わ っ

て い っ た 。 幼 少 期 か ら 漫 画 雑 誌 の 読 み

回 し 、 「 鬼 ご っ こ 」 や 三 角 ベ ー ス の 草

野 球 な ど で 育 ち 、 「 群 れ て 」 行 動 す る

の が 得 意 な 世 代 で あ っ た 。

　 結 婚 期 に は ブ ラ イ ダ ル 産 業 を 触 発 し 、

テ レ ビ 放 映 の 「 名 犬 ラ ッ シ ー 」 な ど の ア

メ リ カ 映 画 に 憧 れ 、 夢 の マ イ ホ ー ム と

マ イ カ ー を 買 い 、 週 末 は ド ラ イ ブ or ゴ

ル フ が 憧 れ で あ り 、 ほ ぼ そ の 望 み を 手

に し た 「 幸 せ な 世 代 」 で も あ る 。

　 団 塊 世 代 は 、 「 自 由 」 を 謳 歌 し な が

ら 新 た な 市 場 を つ く り 、 大 量 に 消 費 し 、

経 済 成 長 を 発 展 さ せ 、 労 働 市 場 も 大 き

く し 、 そ の 恩 恵 に 浴 し た 世 代 で あ る 。

ま だ 若 く て 元 気 は つ ら つ 、 知 識 や 経 験 、

人 脈 や ノ ウ ハ ウ が 豊 富 で あ る 。 も う 一

度 若 い 時 の よ う に 、 「 群 れ て 」 行 動 す

れ ば 「 楽 し い 老 後 」 に な る は ず で あ る 。

町 発
長 詞

町
長

間
宮
恒
行

団 塊 物 語
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　 町 で は 65 歳 以 上 の 方 が 健 康 や 元

気 を 維 持 で き る よ う に さ ま ざ ま な

「 介 護 予 防 事 業 」 を 行 っ て い ま す 。

60 歳 以 上 な ら 誰 で も 予 約 な し で 近

く の 会 場 に 参 加 で き る 「 お ー い ！

元 気 会 」 や 、 「 こ こ ろ の ス キ ル ア

ッ プ 」 、 「 運 動 」 、 「 認 知 症 予

防 」 な ど の 知 識 や 技 術 を 学 べ る 講

座 も 随 時 開 催 し て い ま す 。

　 現 在 、 65 歳 以 上 の 方 で 介 護 保 険

の 要 介 護 認 定 を 受 け て い な い 方 の

お 手 元 に 「 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト 」

が 届 い て い ま せ ん か ？ こ れ は 65 歳

以 上 の 方 の 身 体 か ら 心 ま で の 健 康

状 態 を 簡 単 に チ ェ ッ ク す る た め の

質 問 用 紙 で す 。 直 観 で 答 え て 、 返

信 し て く だ さ い 。

　 看 護 師 ・ 保 健 師 が 記 載 さ れ た 内

容 を 確 認 し 、 お 話 を 直 接 聞 き た い

方 な ど に 電 話 や 訪 問 で 状 況 を 伺 い 、

必 要 な 方 に は 必 要 な 助 言 や 、 定 期

的 な ト レ ー ニ ン グ や 全 身 の さ ま ざ

ま な 機 能 ア ッ プ を 学 べ る 「 は つ ら

つ 倶 楽 部 」 へ の 参 加 を す す め て い

ま す 。

　 私 た ち 介 護 福 祉 課 の 保 健 師 は ，

こ の よ う な 事 業 を 行 い な が ら 、 地

域 包 括 支 援 セ ン タ ー 業 務 も 兼 務 し

て い ま す 。

　 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー は 65 歳 以

上 の 方 の 総 合 相 談 所 の 機 能 が あ り 、

「 こ ん な 時 に ど う す れ ば い い の だ

ろ う ？ 」 「 こ ん な こ と で 困 っ て い

る 」 、 「 友 人 や 近 所 の 方 が 心 配 」

な ど の 相 談 を 受 け 、 必 要 な サ ー ビ

ス や 人 に つ な ぎ ま す 。 ま た 漠 然 と

し た 「 ど う し よ う 」 を 一 緒 に 考 え

て 本 人 ・ 家 族 自 身 が 答 え を 出 せ

る よ う な お 手 伝 い を し て い ま す 。

「 自 分 か ら 役 場 に 行 っ た り 、 電 話

を し た り す る ほ ど で は な い ん だ け

ど … 心 配 な こ と が あ る 」 と い う 方

は 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト を 活 用 し て

く だ さ い 。 誰 に 相 談 し た ら よ い か

分 か ら な い 場 合 は 地 域 包 括 支 援 セ

ン タ ー に お 声 か け く だ さ い 。

介
護
予
防
事
業
を

　
　
ご
存
じ
で
す
か
?!
!

保
健
師

保 今
月
は
、

松
永
　
史
恵

保
健
師
で
す

図
書
館
だ
よ
り

カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
の
箱
庭

豆
の
上
で
眠
る

藤
田
嗣
治
画
集
　
巴
里

一
度
は
行
っ
て
み
た
い
世
界
の
絶
景

ぼ
く
た
ち
い
そ
は
ま
た
ん
て
い
だ
ん

思
い
出
を
レ
ス
キ
ュ
ー
せ
よ
！

◎
開
館
時
間
　
9：
00
～
17
：
15
　

◎
問
い
合
わ
せ
　
大
井
町
図
書
館
  ☎
83
-5
40
9　
そ
う
わ
会
館
図
書
室
  ☎
85
-1
60
1

▶
▶
▶

N
e
w

  
B

o
o
k
s

▶
▶
▶

E
v
e
n
t&

In
fo

rm
a
ti
o
n

閉
鎖
を
免
れ
た
東
城
大
学
医
学
部
付
属
病
院
。

今
回
の
依
頼
は
、
誤
診
疑
惑
の
調
査
。
田
口
＆

白
鳥
コ
ン
ビ
が
調
査
に
乗
り
出
す
。
「
バ
チ
ス

タ
」
シ
リ
ー
ズ
、
真
の
最
終
章
。

海か
い

堂ど
う

　
尊た
け
る

/著
　
宝
島
社

１
３
年
前
に
起
こ
っ
た
姉
の
失
踪
事
件
。
大
学

生
に
な
っ
た
今
で
も
、
妹
の
心
に
は
違
和
感
が

残
り
続
け
て
い
た
。
押
さ
え
つ
け
て
も
亀
裂
か

ら
溢
れ
て
く
る
記
憶
と
訊
ね
る
こ
と
の
で
き
な

い
問
い
を
胸
に
秘
め
た
ま
ま
…
。
／
そ
う
わ
会

館
に
入
荷

湊
　
か
な
え
/著
　
新
潮
社

油
彩
画
、
水
彩
画
、
素
描
、
立
体
造
形
な
ど
を

集
成
し
た
藤
田
嗣
治
画
集
。
無
名
の
留
学
生
か

ら
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
の
寵
児
へ
。
「
す
ば

ら
し
き
乳
白
色
」
で
一
世
を
風
靡
し
た
19
10

年
代
～
20
年
代
の
代
表
作
を
網
羅
。

『
異
郷
』
『
追
憶
』
と
合
わ
せ
て
、
全
３
巻
。

藤
田
嗣つ
ぐ

治は
る

／
画
　
林
洋よ
う

子こ

／
監
修
　
小
学
館

火
と
氷
の
国
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
巻
頭
特
集
す
る

ほ
か
、
旅
の
達
人
た
ち
が
お
す
す
め
す
る
世
界

の
絶
景
を
「
美
景
」
「
聖
地
」
「
秘
境
」
と
い

っ
た
テ
ー
マ
ご
と
に
分
け
て
、
厳
選
６
３
ス
ポ

ッ
ト
を
紹
介
。

洋
泉
社

「
春
は
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
の
季
節
な
ん
で
す

よ
」
と
編
集
者
か
ら
紹
介
が
あ
っ
た
こ
の
本
。

相
模
湾
の
海
岸
で
見
ら
れ
る
漂
着
物
を
、
謎
解

き
し
な
が
ら
教
え
て
く
れ
る
。
貝
殻
、
ア
メ
フ

ラ
シ
の
卵
、
イ
ル
カ
の
耳
の
骨
…
楽
し
そ
う
な

も
の
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
る
か
も
。

三
輪
一か
ず

雄お

／
作
　
偕
成
社

（
４
月
号
の
掲
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
再
掲
し
ま
す
。）

●
広
報
を
め
ず
ら
し
く
す
み
ま
で
読
み
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
読
む
と
少
し
は
分
か
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。（
ハ
ナ
コ
さ
ん
）

●
お
祭
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
楽
し
い
。
ま
ち
が
い
さ
が
し
を
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
Ｈ
．
A）

《
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

　
◇
蔵
書
点
検
を
行
い
ま
す
◇

　
年
に
一
度
の
本
の
点
検
で
す
。
期
間
中
は
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
、

　
開
い
て
い
る
図
書
館
（
室
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
○
休
館
中
の
資
料
の
返
却
は
、
返
却
ポ
ス
ト
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
○
期
間
中
は
図
書
の
搬
送
が
止
ま
り
ま
す
。
資
料
の
提
供
が
遅
れ
る

　
　
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
○
休
館
期
間
　

　
　
そ
う
わ
会
館
図
書
室
　
５
月
28
日
㈬
・
29
日
㈭

　
　
大
井
町
図
書
館
　
　
　
６
月
３
日
㈫
~1
0日
㈫

 ３
日
 ㈯

（
絵
　
本
）
う
え
き
や
の
く
ま
さ
ん

（
絵
　
本
）
お
か
あ
さ
ん
だ
い
す
き

10
日
 ㈯
（
絵
　
本
）
お
だ
ん
ご
ぱ
ん

（
絵
　
本
）
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん

17
日
 ㈯
（
絵
　
本
）
ゆ
か
い
な
か
え
る

（
絵
　
本
）
ル
ピ
ナ
ス
さ
ん

24
日
 ㈯
（
紙
芝
居
）
お
い
し
い
お
か
ゆ

（
絵
　
本
）
お
お
き
な
の
は
ら

31
日
 ㈯
（
紙
芝
居
）
や
せ
た
め
ん
ど
り
と
キ
ツ
ネ

（
絵
　
本
）
め
っ
き
ら
も
っ
き
ら
ど
お
ん
ど
ん

時
間
／
14
：
00
～
14
：
30
　
場
所
／
お
は
な
し
の
へ
や

　
５
月
８
日
㈭
　
10
：
30
～
11
：
00

　
場
所
　
図
書
館
　
お
は
な
し
の
部
屋

　
対
象
　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
な
ど
で
進
め
ら
れ
た
、

被
災
し
た
写
真
を
救
う
「
写
真
洗
浄
」
の
活
動
。

大
船
渡
市
で
そ
の
活
動
を
支
え
た
「
紙
本
・
書

籍
保
存
修
復
士
」
の
仕
事
や
写
真
洗
浄
の
取
り

組
み
を
紹
介
。

堀
米
　
薫か
お
る

　
／
文
　
く
も
ん
出
版

お
た
よ
り
紹
介

●
５
月
の
お
は
な
し
会

●
親
子
い
っ
し
ょ
の
お
は
な
し
会

●
５
月
の
展
示

「
今
月
の
作
家
」

　
澤
田
ふ
じ
子
・
重
松
清き
よ
し

・
雫し
ず
く

井い

脩し
ゅ
う

介す
け

・
小
川
糸い
と

あ な た も 「 お ー い ！ 元 気 会 」

　 で 活 動 し ま せ ん か ？

　 高 齢 者 の 方 が 、 い つ ま で も 生 き 生

き と 過 ご せ る よ う に 、 町 内 12 会 場 で

「 お ー い ！ 元 気 会 」 を 開 催 し て ま す 。

会 は ボ ラ ン テ ィ ア な ど 地 域 の 方 々 の

協 力 に て 支 え ら れ て お り 、 ス タ ッ フ の

一 員 で あ る 「 お ー い ！ 元 気 会 」 運 営 サ

ポ ー タ ー は 、 体 操 や レ ク リ エ ー シ ョ ン

な ど の 企 画 運 営 を 主 体 的 に 行 い 、 元 気

に 楽 し く 活 動 し て い ま す 。

　 今 ま で 以 上 に 活 発 に 活 動 す る た め 、

運 営 サ ポ ー タ ー の 仲 間 を 募 集 し ま す 。

介 護 予 防 に 関 心 の あ る 方 、 地 域 で 何 か

活 動 を し た い 方 、 下 記 の 講 座 を ぜ ひ 受

講 し て く だ さ い 。

対 象　 町 内 在 住 で 原 則 講 座 の 全 て の

　 　 　 日 程 を 参 加 で き る 方 で ① ② の

　 　 　 条 件 を 満 た す 方

　 　 　 ① 講 座 終 了 後 、 月 １ 回 以 上 は 元

　 　 　 気 会 で 活 動 で き る 方 （ 元 気 会 の

　 　 　 日 程 は 町 の 健 康 カ レ ン ダ ー と 広

　 　 　 報 お し ら せ に 掲 載 し て い ま す ）

　 　 　 ② 定 例 会 （ 毎 月 第 ４ 水 曜 日 の 午

　 　 　 後 ） に 出 席 で き る 方

定 員　 15 名 程 度

申 込　 ５ 月 28 日 ㈬ ま で に 電 話 か 直 接

南
足
柄
市
の
介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト
隊

と
の
交
流
会

健
康
づ
く
り
と
資
質
向
上
の
た
め
の

研
修
会
を
定
期
的
に
開
催

介 護 福 祉 課　 ☎ 83 ー ８ ０ １ １

日
時

場
所

内
容

講
師

1
６
月
２
日
㈪
13
:3
0
～
15
:3
0

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

第
1
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

講
義
「
介
護
予
防
の
取
り
組
み
と
『
お
ー
い
！

元
気
会
』
に
つ
い
て
」

町
保
健
師

2
６
月
５
日
㈭

午
前
午
後
い
ず
れ
か
１
回

午
前
　
根
岸
上
自
治
会
館

午
後
　
金
手
自
治
会
館

見
学
体
験

「『
お
ー
い
!元
気
会
』に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
」
町
保
健
師

3
６
月
16
日
㈪
　
13
:3
0
～
15
:3
0
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

第
1
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

運
動
の
話

「
元
気
体
操
で
健
康
づ
く
り
」

健
康
運
動
指
導

士

4
６
月
23
日
㈪
　
13
:3
0
～
15
:3
0
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

第
1
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

口
腔
の
話

「
お
口
か
ら
介
護
予
防
」

歯
科
衛
生
士

5
６
月
30
日
㈪
　
13
:3
0
～
15
:3
0
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

第
1
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

安
全
管
理
の
話

「
防
災
の
話
と
救
急
法
の
実
際
」

小
田
原
市
消
防

本
部
職
員

6
７
月
10
日
㈭

午
前
午
後
い
ず
れ
か
１
回

午
前
　
上
大
井
自
治
会
館

午
後
　
そ
う
わ
会
館

見
学
体
験

「
先
輩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
活
動
し
ま
し
ょ
う
」

町
保
健
師

7
７
月
14
日
㈪
　
13
:3
0
～
15
:3
0
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

第
1
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

講
義
　「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
心
構
え
」

健
康
運
動
指
導

士

8
７
月
23
日
㈬
　
14
:0
0
～
15
:3
0
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

保
健
指
導
室

講
座
修
了
式

サ
ポ
ー
タ
ー
定
例
会
参
加

町
保
健
師



18
19

○
４
月
号
の
答
え

　
８
・
14
・
17
・
19
・
25

○
当
選
者
（
応
募
８
通
）

　
ロ
ッ
チ
さ
ん
、ト
モ
チ
ャ
ン
さ
ん

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
写
真
は
、
「
4月
10
日
㈭
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
富
士
」
の
様
子
で
す
。
上
と
下

の
写
真
は
、
比
べ
る
と
違
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
５
か
所
あ
り
ま
す
。
ど
こ
で
し

ょ
う
？
 写
真
の
数
字
で
答
え
て
く
だ

さ
い
。

■
応
募
方
法

　
は
が
き
に
、答
え
・
住
所
・
氏
名（
ペ

ン
ネ
ー
ム
）
・
年
齢
・
日
ご
ろ
思
う
こ

と
（
町
へ
の
意
見
や
広
報
お
お
い
へ
の

感
想
な
ど
な
ん
で
も
O
K
）
を
記
入
し

て
応
募

あ
て
先
　
〒
25
8-
85
01

　
足
柄
上
郡
大
井
町
金
子
19
95
番
地

　
大
井
町
役
場
　
町
民
課

　
広
報
お
お
い
係

締
切
　
５
月
15
日
㈭

○
応
募
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
２
名
の

　
方
に
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
特
定
健
診
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健

康
診
断
で
す
。

　
ご
自
身
の
生
活
習
慣
を
振
り

返
る
大
切
な
機
会
と
な
り
ま
す

の
で
、
年
に
１
度
は
必
ず
特
定

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
は
毎
年
受
け

ま
し
ょ
う！

お
お
い
ブ
ロ
グ

広
告
主
募
集

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
　
　
　
毎
日
掲
載
中
♪

町
の
イ
ベ
ン
ト

や
身
近
な
情
報

が
、
毎
日
更
新

さ
れ
て
い
る
よ
。

ht
tp
://
w
w
w
.to
w
n.
oi
.

    
    
    
    
    
 k
an
ag
aw
a.
jp

広
報
お
お
い
に
広
告
を
の
せ
ま
せ
ん
か

 掲
載
料
（
月
額
）

１
枠
（
縦
6.
5c
m
×
5.
5c
m
）
　
　
5,
00
0円

２
枠
（
縦
6.
5c
m
×
11
.5
cm
）
　
9,
50
0円

３
枠
（
縦
6.
5c
m
×
17
.5
cm
）
　
14
,0
00
円

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
も

   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
募
集
中
で
す
。

●
人
口
　
　
男
性
　
　
8,
67
3人
 (△
31
)

　
　
　
　
　
女
性
　
　
8,
66
6人
  (
△
23
)

　
　
　
　
　
合
計
　
  1
7,
33
9人
  (
△
54
)

●
世
帯
数
　
　
　
　
6,
51
0世
帯
  (
△
4)

・
宅
地
内
の
漏
水
修
理
代
金
は
、自
己
負
担
で
す
。

・
土
日
・
祝
日
の
開
閉
栓
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、引
っ
  

　越
し
を
す
る
方
は
早
め
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
件
数
７
件
　
●
死
亡
０
人
　
●
負
傷
９
人

人
口
と
世
帯
数
　
●
月
●
日
現
在
（
　
）
内
は
前
月
比

5
月
の
行
事
予
定
　

S
che

du
le  

 of
   M

ay

お
誕
生
お
め
で
と
う
　
●
月
●
日
～
●
月
●
日
～
受
理

町
内
交
通
事
故
発
生
状
況
　
●
月
●
日
～
●
日

漏
水
修
理
当
番
　
生
活
環
境
課
　
☎
85
-5
01
1

今
月
の
納
付

氏
名

性
別

保
護
者

自
治
会

福
山
　
美み
か
ん 柑

女
哲
也
・
千
恵

上
山
田

石
田
　
幸こ
う
の
す
け

之
介

男
幹
八
・
操

根
岸
上

柳
川
　
蒼あお
い

女
岳
夫
・
清
美

市
　
場

石
井
　
奎け
い
ご 伍

男
基
寛
・
有
里

新
　
宿

小
林
　
小こ
の
は
な

乃
花

女
径
一
・
菜
穂

新
　
宿

長
塚
　
実み

の
は

埜
羽

女
学
・
洋
恵

上
大
井

希
望
者
の
み
掲
載（
敬
称
略
）
掲
載
4
件
／
届
出
5
件

４
月
27
日
～
5月
3日

西
湘
設
備
工
業
☎
82
-9
91
6

５
月
４
日
～
10
日
平
石
設
備
工
業
☎
82
-4
71
1

５
月
11
日
～
17
日
木
村
設
備
工
業
☎
83
-5
05
3

５
月
18
日
～
24
日
ナ
カ
ネ
ン

☎
83
-6
62
5

５
月
25
日
～
31
日
石
澤
管
工
事

☎
83
-4
53
3

●
固
定
資
産
税
１
期
分

●
軽
自
動
車
税
全
期
分

●
保
育
所
保
育
料
５
月
分

●
上
下
水
道
使
用
料
３
･４
月
分

●
幼
稚
園
保
育
料
５
月
分

●
国
民
健
康
保
険
税
１
期
分

●
住
宅
使
用
料
６
月
分

今
月
の
口
座
振
替
日
は
６
月
２
日
㈪
で
す
。

編 集 お お い

　 ４ 月 は 入 学 式 な ど が あ り 、 い よ い

よ 新 し い 年 度 が 始 ま っ た と 取 材 を し

な が ら 感 じ ま す 。 緑 が 日 ご と に 色 濃

く な る こ の 季 節 は 、 動 植 物 な ど か ら

も た く さ ん 元 気 を も ら い ま す 。 ▽ 私

も 広 報 お お い を 作 成 し て １ 年 が た ち

ま し た 。 幼 稚 園 や 保 育 園 な ど の 取 材

に 行 く と 「 カ メ ラ マ ン だ 」 と 声 を か

け ら れ 、 子 ど も た ち か ら も 元 気 を も

ら い ま す 。 皆 さ ん か ら も ら っ た 元 気

を 広 報 紙 を と お し て 皆 さ ん に お 伝 え

で き れ ば と 思 い ま す 。 今 年 度 も 「 町

の 情 報 と エ ネ ル ギ ー 」 を 発 信 す る 広

報 紙 を 作 成 し ま す 。　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 広 報 担 当　

Y ）日
程

事
業
予
定

場
所

8
日
（
木
）
親
子
い
っ
し
ょ
の
お
は
な
し
会

図
書
館

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
9:
30
～
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

9
日
（
金
）
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の
会

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

３
歳
児
健
診
（
13
:0
0
～
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

10
日
（
土
）
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者
研
修
会（
9:
30
～
）
総
合
体
育
館

11
日
（
日
）
町
民
軟
式
野
球
大
会
1
日
目（
8:
30
～
）

立
花
学
園
大
井
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド

13
日
（
火
）
３
か
月
児
健
診
（
13
:0
0
～
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

14
日
（
水
）
減
る
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

16
日
（
金
）
２
歳
児
歯
科
検
診
（
13
:0
0
～
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

17
日
（
土
）
せ
せ
ら
ぎ
親
子
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ひ
ょ
う
た
ん
池
周
辺

18
日
（
日
）
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

酒
匂
川
左
岸

町
民
軟
式
野
球
大
会
2
日
目（
8:
30
～
）

立
花
学
園
大
井
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド

19
日
（
月
）
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
マ
タ
ニ
テ
ィ
（
9:
15
～
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

20
日
（
火
）
ぞ
う
さ
ん
く
ら
ぶ（
9:
30
～
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

21
日
（
水
）
親
子
相
談
（
13
:0
0
～
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

22
日
（
木
）
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
9:
30
～
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
般
健
康
相
談
（
9:
30
～
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

23
日
（
金
）
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の
会

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

24
日
（
土
）
自
然
観
察
講
座
（
兼
サ
ポ
ー
タ
ーフ
ォ
ロ
ーア
ップ
）
お
お
い
ゆ
め
の
里
・

四
季
の
里

27
日
（
火
）
１
歳
6
か
月
児
健
診
（
13
:0
0
～
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

税
・
料
の
納
付
に
は

安
心
便
利
な

口
座
振
替
を
！

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
課
　
☎
85
-5
00
4



おおい
自然園

ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ

酒
井　

春
彦
（
中
井
町
立
井
ノ
口
中
学
校
総
括
教
諭
）

　

大
井
町
で
は
、
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ

ダ
ラ
の
姿
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
当
初
は
南
西
諸
島
の
も
の

と
思
わ
れ
た
の
で
す
が
、
調
べ
て
み
る
と
、
中
国
産
の
チ
ョ

ウ
だ
っ
た
の
で
す
。
マ
ニ
ア
が
育
て
て
自
然
界
へ
放
し
た
こ

と
が
大
繁
殖
の
発
端
と
な
っ
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
し

か
も
そ
れ
は
、
神
奈
川
県
で
起
こ
っ
た
出
来
事
で
し
た
。

　

い
た
る
と
こ
ろ
に
食
草
の
エ
ノ
キ
が
あ
り
、
天
敵
に
な
る

昆
虫
も
少
な
い
よ
う
で
、
も
と
も
と
日
本
に
い
た
か
の
よ
う

に
、
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
チ
ョ
ウ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
同
じ
仲
間
に
国
蝶
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
が
い
ま
す
が
、
同

じ
木
で
幼
虫
同
士
が
出
会
う
と
、
ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ
の
方

が
攻
撃
を
し
か
け
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
を
追
い
や
る
と
こ
ろ
を

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

外
来
種
は
、
こ
の
よ
う

に
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を
与

え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

生
存
を
脅
か
す
存
在
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ

ダ
ラ
が
日
本
の
自
然
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
く
の
か
、
注
視
し
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▲エノキに産卵にきた
　アカボシゴマダラ

▲アカボシゴマダラの幼虫
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常にプラス思考で

栗田　豊さん
（金手）

プロフィール

　

22
年
前
、
長
男
が
大
井
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
に
入
部
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
21
年
間

ク
ラ
ブ
の
会
長
を
務
め
、
13
年
前
か
ら
は
コ
ー
チ
を

兼
任
し
活
躍
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
技
術
を
伝
え
る
に
は
、
話
し
や
す

い
環
境
作
り
が
大
切
で
、
「
子
ど
も
た
ち
か
ら
教
わ

る
こ
と
も
多
く
あ
り
、
子
ど
も
目
線
に
な
る
こ
と
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
」
と
話
し
、
「
強
く
す
る
・

う
ま
く
す
る
」
こ
と
も
大
切
だ
が
「
大
井
ミ
ニ
バ
ス

楽
し
か
っ
た
な
」
と
、
将
来
感
じ
ら
れ
る
「
楽
し
い

思
い
出
作
り
が
で
き
る
環
境
」も
大
切
に
し
て
い
る
。

　

部
員
は
、
小
学
校
卒
業
と
同
時
に
ク
ラ
ブ
も
卒
業

す
る
。
卒
業
生
か
ら
「
栗
田
さ
ん
が
い
た
か
ら
バ
ス

ケ
を
続
け
ら
れ
た
」
と
書
か
れ
た
手
紙
を
も
ら
っ
た

時
は
、
「
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

「
こ
こ
ま
で
活
動
で
き
た
の
は
家
族
の
協
力
の
お

か
げ
で
あ
り
、
感
謝
し
て
い
る
」
と
話
す
。

　

「
今
後
も
子
ど
も
た
ち
が
必
要
と
し
て
く
れ
れ
ば

体
力
の
続
く
限
り
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

今
年
の
３
月
に
は
「
子
ど
も
た
ち
に
常
に
プ
ラ
ス
思

考
」
の
精
神
を
伝
え
、
県
西
地
域
初
の
全
国
大
会
へ

も
導
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
の
び
の
び
と
し
た
大
井
っ

子
を
育
て
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

Profile
栗田　豊（くりた・ゆたか）

57 歳　小田原消防署勤務

趣味は、ゴルフとバスケットボー

ルで、自身も9 年前からシニア

のバスケットボールチームの小

田原マスターズに所属しており、

毎週の練習に汗を流している。

※大井ミニバスケットボールク

ラブでは随時、部員を募集して

います。


